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展示シリーズ 11 ヒマラヤの“リップルマークの壁"

図1展示室内の“リップノレマークの壁"

リップルマークの壁のフ、ロックは実物

博物館の巨大岩盤展示の一つに“リッ

プノレマークの壁"があります(図 1)。リッ

プノレマーク (あるし、はリップノレ)とは、波、

水流、風によって堆積物の表面につくら

れる規則的な波形模様の微地形のことで

す。リップノレマークの壁は、 ネパー/レ、

ガンダキ地方に分布する約 10億年前の

砂岩居から収集されたものです。岩壁

一面の地層をそのまま運ぶことは難しい

ので、人が運べる大きさに切り出して採

集されました。岩の表面にみられる番号

は、 切り出した岩ごとにつけられたもの

です。よくみると接合部には目印も見え

ます。つまり、番号がついている部分は

実物の地層とし、うわけです。

リップルマーク

流れの種類・速さ、堆積物の粒径によっ

て様々 なリップノレがで、きます。一般に一

方向の水流により形成されたものをカレン

トリップノレ、波なとやの振動流によるものを

ウェーブリップノレ、 流れが組み合わさっ
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た複合流によるものを複合流リップ/レ、

風によるものをクインドリップル(風紋)と

呼んでいます。例えば、海岸や干潟で

湾1)が号|し、たときにみられる波形模様のリッ

プルは、満ち潮のときに波によってつく

られたウェーブリップルで‘す。

それぞ、れのリップノレは、 形の特徴があ

ります(図 2)。前後に揺れる動きからつ

くられるウェーブリップノレの断面は、 尖っ

た峰と丸みをある谷を持ち、その山の部

分は左右対称です。一方、河川|などで

一方向流により堆積物が移動しながらで

つくられるカレントリップノレは山の部分が

非対称です。リッフ。/レの形により水流の

向き(古流向)も推定できるのです。

手で、触って~ウェーブ、つカレントつ

それでは展示されているリップルマーク

の形を見てみましょう。リップノレの断面形

は左右対称でしょうか? 展示パネノレ横

のブロックで、は横から断面の形を直接見

ることができます。リップノレマークの壁で、

は手で触ってリップノレの形を調べてみま

しよう。l峰や谷に対して直行方向に手の

ひらの指をなぞらせ抵抗の違し、から形を

とらえるのです。もしリップノレが左右対称

ならば、往復させる手のひらの感触に差

が出ないでしょう。違いがあるときは非対

称だとし、うことです。リッフ。ルの急な斜面

仮1)からなぞ、る場合に引っかかりが強く感じ

られるのです。

私もじっくり触ってみました。すると展

示のリップノレマークのほとんど、が左右非

対称型となりました。カレントリップノレで、あ

る可能性が出てきたわけです。さらに水

流の向きを意識して触ってみました。す

ると、壁の左上から右下への流れと、そ

の逆の右下から左上の流れとし、う正反対

の2方向の古流向があることに気がつき

ました。展示で、は何枚かの地層ごとにリッ

プノレマークが露出しています。どうやら

正反対の 2方向の古流向は、 リップノレ

マークの層のご、とに変化しているようです

(図 3)。これは地層の堆積環境を推測

する重要な手がかりになりそうです。

リップル指数~ウェーブ‘?カレントつ

つぎに古典的堆積学の手法で、あるリッ

プノレ指数を調べてみました。この指数は

ウェーブ、リップルとカレントリップルを区別

するためものです。リップノレの|峰と峰の
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聞の長さ(波長 :L)と谷から111条までの高

さ(波高 :H)の比率がリップノレ指数(LlH)

となります。{直が4以下ならウェーブリッ

プノレ、 15以上ならカレントリップノレとなり、

その聞で、は両方のリップノレがあるといわ

れています。この指数は、 カレントリップ

ノレは波高に対して波長が長く、 ウェーブ、

リッフ。/レは波高が比較的高いとしづ特徴

を利用したものなのです。

展示のリッフツレを十数点調べたところ、

リッフ。ノレ指数は 4~8 とし、う値となりまし

た。ウェーブリップノレ優勢と感じる結果で、

す。そう考えてみると、なるほど直線的

なリップルの間隔や形からウェーブリップ

ノレとして見えてきます。

さて、 上記の観察から展示のリップノレ

マークの解釈が二つに分かれました。す

なわち手で、触って得たカレントリップル説

と、 リッフ。ル指数から優勢とされたウェー

ブリッフ。ノレ説で、す。はたして展示のリッフ。

ノレマークはどのような環境の下で形成さ

れたのでしょう。 当然、 いつもどちらか

の00リッフ。/レだ、と単純に判断で、きるわ

けではありません。こんな時は、 いろい

ろな観点の判断を積み上げて推測する

のが有効でしょう。そんなことを考えなが

ら、 もう一度、 展示をじっくり観察してみ

ました。すると手の届かない右上部に複

雑な形のリップノレを発見しました。そのリッ

プノレは谷部に別の流れのリッフ。/レが重

なって融合しているように見えます。展

示のリップルマークはどうやら単純な流れ

だけでつくられたわけではなさそうです。

まだまだある気づいたことや疑問点の

紹介は別の機会として、今回は展示室

のリッフ。ノレマークはど、のような流れの環境

で形成されたのか、みなさんへの宿題と

して終わりにすることにしましょう。

図32方向の流れワを示すリップル


